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新春座 会談

津山市長　宮　地　昭　範

津山市議会議長　川  端  恵美子

　新年明けましておめでとうございます。
　皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと、心からお慶び
を申し上げます。
　市政の舵取り役をお預かりして早くも４年が経とうとしてお
ります。この間、市民目線を大切にしながら皆さまと対話する
中で、新クリーンセンター建設や土地開発公社の整理・解散な
ど、山積していた課題に真正面から向き合い、全力で取り組ん

できました。これらの事業が少しずつ進み始めたことから、将来への不安が和らぎ「笑顔
あふれる　ふるさと津山」の実現に向け、まちが動き始めたのではないかと感じておりま
す。
　また、４月からは、本市の唯一の姉妹都市である「沖縄県宮古島市」との交流50周年
を記念する事業に取り組みます。これは、記念式典を始め、物産展やＰＲ事業などにより、
宮古島を皆さまに知っていただくための事業です。特に、宮古島産のマンゴーを観光特使
とした「１家族１マンゴー計画」を掲げ、マンゴーゼリーやケーキなど、マンゴーを通し
て、宮古島とのつながりを皆さまに感じていただきたいと考えております。
　遠い隣人・宮古島との交流を通じて、さらに広い視野を持ちながら、本市のまちづくり
を進めていきたいと考えておりますので、今後とも市政へのご理解とご協力をお願い申し
上げます。
　本年も皆さまにとりまして、幸多き１年でありますようお祈り申し上げ、新年のご

あいさつ

挨拶
といたします。

　新年明けましておめでとうございます。
　皆さまには、清々しい新年をお迎えのことと、心からお慶び
を申し上げます。
　昨年４月から美作国建国1300年記念事業が始まり、各地で
さまざまなイベントや行事が行われています。美作地域には、
脈々と受け継がれてきた誇るべき歴史や文化、伝統があります。
多くの人びとがそれぞれの郷土の良さに触れ、郷土への愛着を
新たにされたのではないでしょうか。
　この誇りを次の100年へつなげ、地域のさらなる発展に導いていくことが、今を生きる
私たちの使命であると考えています。　　　　
　また、津山市では、本年から津山市再生可能エネルギー導入推進実行計画に基づき、自
然豊かな環境を未来に残していくための取り組みが始まります。今後は、しっかりと将来
を見据えた施策を、より一層推進することが望まれます。
　市議会としましては、皆さまが津山に住んでいることに誇りを感じていただけるような、
歴史と文化のまちづくり、人と自然に優しいまちづくりを目指して、取り組んでまいりた
いと考えております。今後とも、市議会への一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。
　結びに、皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申し上げまして、新たな年の門出のご

あいさつ

挨拶と
させていただきます。

津山市の産業振 興

　
津
山
の
商
工
業
、
農
林
業
の
各
分
野
、
そ
し
て
、
技
術
開
発
や
人

材
育
成
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
５
人
の
皆
さ
ん
に
「
津
山
の
産

業
振
興
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新春座 会談 津山市の産業振興

市
街
地
を
活
性
化
し
、
街
に
活
気
を

周
辺
地
域
か
ら
、
津
山
を
盛
り
上
げ
る

会頭　牧野 大作さん

津山商工会議所

会長　田村 正敏さん

作州津山商工会

地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
畜
産
物
生
産

代表理事組合長 最上 忠さん

津山農業協同組合

2014.1 45 2014.1

商
工
業
分
野
で
の
取
り
組
み

（
津
山
商
工
会
議
所
・
作
州
津
山
商
工
会
）

牧
野　
津
山
商
工
会
議
所
で
は
、
産
業
振

興
と
し
て
３
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
昨
年
11
月
に
津
山
商
工
会

議
所
内
に
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
を
設
け

て
、
新
た
な
企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
企
業
誘
致
は
、
若
者
の
定
住
促

進
や
雇
用
の
創
出
、
消
費
の
拡
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
津
山
の
交
流
拠
点
で
あ
る

津
山
国
際
ホ
テ
ル
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
へ

の
対
応
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
と

商
工
会
議
所
、
津
山
国
際
ホ
テ
ル
で
対
策

協
議
会
を
設
置
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
会
社
を
設
立
し
て
６
月
以
降

も
営
業
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
会
社
で
計
画
を
立
案
し
、
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市

の
支
援
を
得
て
、
新
ホ
テ
ル
の
建
設
も
視

野
に
入
れ
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
津
山
市
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
の
構
成
団
体
と
し
て
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
ダ

ン
ス
や
ヨ
ガ
な
ど
が
で
き
る
「
ま
ち
な
か

健
康
サ
ポ
ー
ト
施
設
」
の
開
設
や
津
山
の

食
肉
文
化
を
取
り
入
れ
た
「
食
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
」
を
、
今
津
屋
橋
通
り
を
中
心
に

設
置
し
、
津
山
の
食
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。

　
企
業
が
、
自
社
で
新
製
品
を
開
発
す
る

場
合
、
他
社
の
技
術
を
取
り
込
ん
だ
り
、

ほ
か
の
研
究
機
関
と
連
携
し
た
り
す
る
こ

と
は
有
効
な
手
段
で
す
。
そ
こ
で
、
企
業

の
合
併
や
買
収
を
進
め
た
り
、
津
山
工
業

高
等
専
門
学
校
と
の
連
携
を
深
め
た
り
す

る
こ
と
は
、
津
山
か
ら
新
し
い
発
想
の
商

品
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

田
村　
作
州
津
山
商
工
会
は
、
勝
北
・
加

茂
・
阿
波
・
久
米
地
域
と
奈
義
町
を
エ
リ

ア
と
し
て
、
個
人
事
業
主
や
小
規
模
事
業

主
が
数
多
く
加
入
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

中
に
は
、
経
営
基
盤
な
ど
に
課
題
を
抱
え

て
い
る
事
業
主
も
い
る
の
で
、
経
営
指
導

員
に
相
談
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
、

事
業
所
を
小
ま
め
に
巡
回
し
、
本
音
で
話

し
合
え
る
関
係
を
作
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
ニ
ー
ズ
は
、
高
度
な
知
識
や

経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

昨
年
か
ら
、
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
の

「
広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し

た
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
が
地
域
資
源
を
生
か
し
た

加
工
品
な
ど
を
開
発
し
、
全
国
に
販
売
す

る
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
内
の
人
口
を
増
や
す
た

め
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、
空
き
家
の
状
況
と
所
有
者
の
意

向
を
調
査
し
、
約
２
０
０
軒
の
空
き
家
を

把
握
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
行
政
と
も

連
携
し
て
、
移
住
希
望
者
な
ど
に
情
報
を

発
信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
の
周
辺
部
が
活
気
付
く
こ
と
で
、
そ

の
効
果
を
中
心
部
へ
も
波
及
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
分
野
で
の
取
り
組
み

（
津
山
農
業
協
同
組
合
・
津
山
市
森
林
組
合
）

最
上　
津
山
農
業
協
同
組
合
で
は
、
３
年

ご
と
に
中
期
３
カ
年
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
現
在
は
「
次
代
へ
つ
な
げ
！　
新
生

つ
や
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
10
年

後
の
地
域
農
業
を
見
据
え
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
戦
略
を
立
て
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
も
、
食

の
安
全
・
安
心
を
危
惧ぐ

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
米
の
生
産
調
整
政
策
の
大
転

換
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
担
い
手
不
足

な
ど
農
業
が
抱
え
る
課
題
は
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

農
業
の
大
規
模
化
や
集
約
化
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
個
々
の
農
家

で
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
集
落
営
農
な
ど
農
家
の
組
織
化

や
法
人
化
の
支
援
を
行
政
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
量
・
多
品
目
で
特
徴
の
あ
る

農
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
も
生
き
残
る
道

の
１
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
消
費
者
に
、

よ
り
付
加
価
値
が
高
く
、
こ
だ
わ
り
の
あ

る
農
産
物
を
販
売
す
る
た
め
、
管
内
に
５

カ
所
の
直
売
所
を
設
置
し
て
、
地
産
地
消

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
生
命
産
業
で
す
。
今
後
も
安

全
・
安
心
で
高
品
質
な
農
畜
産
物
の
生
産

や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

西
本　
津
山
市
森
林
組
合
で
は
、
健
全
な

森
づ
く
り
や
地
域
の
林
業
、
木
材
産
業
を

振
興
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
美
作
産
木
材
の
需
要
を
伸
ば
す
た

め
、
関
係
機
関
と
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

設
計
コ
ン
ペ
や
展
示
会
を
行
う
な
ど
Ｐ
Ｒ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、
今

年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
を
受
け
て
、

駆
け
込
み
需
要
が
高
ま
り
、
平
成
25
年
は

１
０
０
万
戸
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
全

国
的
に
も
、
木
材
の
需
要
は
高
ま
り
、
木

材
価
格
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
木
材
価
格
の
低

迷
に
よ
っ
て
、
山
林
所
有
者
が
林
業
か
ら

遠
の
い
た
た
め
、
山
林
の
管
理
が
十
分
に

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
林
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
っ
て
、
伐

採
量
が
落
ち
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
供
給
が
需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　
森
林
組
合
の
生
産
現
場
で
も
フ
ル
操
業

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
、
需
要
に
追

い
付
き
ま
せ
ん
。

　
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
作
業

道
の
整
備
や
作
業
機
械
を
高
性
能
な
も

の
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
産
材
な
ど
と
の
競
争
に
勝
つ
た

め
に
は
、
作
業
の
集
約
化
や
団
地
化
を
行

い
、
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
国
が
地
球
温
暖
化
防
止
策
と
し
て
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
政
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
活
用
さ
れ

な
か
っ
た
間
伐
材
が
有
効
利
用
で
き
、
山

村
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
も
行
政
や
関
係
業
界
と
連
携
し

て
、
こ
の
政
策
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
で
の
取
り
組
み

（
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
）

則
次　
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
、

平
成
15
年
に
「
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
て
、
産
学
官
連
携
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
産
学
官
連
携
に
は
、
大
き
く
次
の
３
つ

の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
ニ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ

ッ
ド
（
企
業
の
課
題
を
大
学
や
高
専
と
一

緒
に
な
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
）、
２

つ
目
は
、
シ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ッ

ド
（
大
学
や
高
専
の
研
究
資
源
を
利
用
し

て
企
業
と
市
場
に
導
入
し
て
い
く
こ
と
）、

３
つ
目
は
、
ニ
ー
ズ
創
生
型
（
新
し
い
ニ

ー
ズ
を
大
学
や
高
専
、
企
業
で
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
）
で
す
。

　
現
在
は
、
ニ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ッ

ド
型
の
連
携
が
多
い
の
で
す
が
、
津
山
高

専
と
し
て
は
、
シ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ

ッ
ド
や
ニ
ー
ズ
創
生
型
の
連
携
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
環
境
関
連
技
術
を

生
か
し
た
産
業
戦
略
や
、
福
祉
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
な
ど
に
見
ら
れ
る
ラ
イ
フ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
農
業
や
林
業
の
集
約

化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
に
対
応
し
た
技
術

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
津
山
の
特
性

を
生
か
し
た
開
発
を
行
う
な
ら
ば
、
中
山

間
地
域
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
や
、
病

院
や
介
護
施
設
と
連
携
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
な
ど
が
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
開
発
を
推
進
す
る
上
で
も
、

情
報
交
換
の
場
が
不
可
欠
で
す
。
全
体
的

な
連
絡
会
議
を
作
っ
て
、
定
期
的
に
話
し

合
い
、
津
山
の
特
性
を
生
か
し
た
テ
ー
マ

ご
と
に
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
研
究
を
行
え
ば
、
新
商
品
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

　
津
山
の
特
徴
や
特
性
を
生
か
し
た
新
商

品
を
開
発
し
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

そ
の
ま
ち
の
魅
力
も
上
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
若
い
人
も
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。
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親
密
な
産
学
官
連
携
で
新
た
な
開
発

産
業
の
振
興
で
津
山
を
明
る
く

津山市長　宮地 昭範

校長　則次 俊郎さん

津山工業高等専門学校

美
作
産
木
材
の
良
さ
を
見
直
す
時
期

代表理事組合長 西本 健三さん

津山市森林組合

　
実
は
、
津
山
高
専
で
は
、
地
元
企
業
に

就
職
す
る
卒
業
生
が
非
常
に
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
地
元
企
業
へ
の
就

職
を
促
す
た
め
に
も
、
産
学
官
連
携
に
よ

る
商
品
開
発
を
行
う
こ
と
と
併
せ
て
、
学

生
が
地
元
企
業
の
こ
と
を
知
る
機
会
を
作

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
企
業
と
学
生
が
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意

見
交
換
の
で
き
る
場
を
作
り
、
産
学
官
連

携
教
育
を
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津
山
市
の
取
り
組
み

市
長　
県
北
は
、
県
南
に
比
べ
て
人
口
の

減
少
が
顕
著
で
す
。
津
山
で
生
ま
れ
育
ち
、

学
校
を
卒
業
し
て
も
働
く
場
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
津
山
を
担
う
若
者
が
流
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
定
住
推

進
室
」
を
設
け
て
、
若
者
と
企
業
と
を
結

び
つ
け
る
た
め
、
新
卒
・
既
卒
者
向
け
の

就
職
面
接
会
や
就
職
希
望
者
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
的
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
津
山
産
業
・

流
通
セ
ン
タ
ー
の
分
譲
を
促
進
す
る
た
め
、

土
地
代
補
助
制
度
の
適
用
条
件
を
緩
和
す

る
な
ど
、
企
業
立
地
に
係
る
優
遇
制
度
を

拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
将
来
に
向
け
て
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
農
林

業
」「
も
の
づ
く
り
」「
観
光
」「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
４
つ
を
柱
に
し
た
津

山
市
成
長
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
皆
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
話
も
参
考
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
産
学
官
連
携
を
一
層
強
化
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
人
が
意
見
を
出
し
合
う
こ
と

で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
新
商
品
が
生
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
。
行
政
が
積
極
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
で
連
携
が
具
体
的
に
進
む

と
考
え
て
い
ま
す
。

津
山
の
将
来
像
や
展
望
、
夢

牧
野　
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
た
め

に
は
、
ア
ル
ネ
・
津
山
と
周
辺
商
店
街
の

連
携
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

バ
ス
な
ど
も
乗
り
入
れ
が
で
き
る
奴
通
り

か
ら
鶴
山
通
り
に
か
け
て
東
西
方
向
に
抜

け
る
道
路
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
城
東
地
区
が
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
中
心
商
店
街
と
城
東
地
区
を
結

び
付
け
、
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
津
山
城
の
天
守
復
元
も
、
わ

た
し
の
大
き
な
夢
で
す
。

田
村　
産
業
振
興
に
お
い
て
も
情
報
発
信

は
重
要
で
す
。
今
あ
る
も
の
を
生
か
し
な

が
ら
「
津
山
と
い
え
ば
、
こ
れ
だ
！
」
と

い
う
も
の
を
作
り
、
情
報
を
発
信
し
て
い

け
ば
、
若
者
が
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
定

住
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
津
山
を
中
心
と
す
る
県
北
地
域

は
、
大
き
な
自
然
災
害
の
発
生
が
少
な
い

と
い
わ
れ
、
高
速
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
工
業
団
地
な
ど
へ
の
企
業
誘
致
が

促
進
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
の
確
保
が
で
き
れ
ば
、
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
商
工
業
者
に
も
活
力
が

生
ま
れ
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ
が
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

最
上　
津
山
地
域
は
吉
井
川
の
清
流
と
肥

よ
く
な
土
地
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
ま

た
、
気
候
も
北
部
は
冷
涼
で
、
南
部
は
寒

暖
の
差
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
生
か

し
て
、
万
一
、
食
糧
不
足
に
陥
っ
て
も
、

地
域
内
で
自
給
が
で
き
る
自
給
圏
域
が
津

山
市
を
中
心
に
形
成
で
き
れ
ば
良
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
つ
や
ま
に
は
、
小
水
力
発

電
所
が
２
カ
所
あ
り
、
現
在
、
こ
れ
を
再

運
転
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
見
直
さ
れ
た
今
、
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る

こ
と
は
、
地
域
に
も
活
力
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
地
方
や
農
村
が
見
直
さ
れ
る

時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

西
本　
こ
れ
か
ら
の
林
業
は
循
環
型
林
業

を
目
指
す
べ
き
で
す
。
循
環
型
林
業
と
は
、

木
を
植
え
、
森
を
手
入
れ
し
、
木
材
を
伐

採
し
、
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、
林
業
に
新
た
な
雇
用
が

生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し
い
木
を
植

え
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
が
回

復
し
、
地
球
に
も
優
し
い
環
境
づ
く
り
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
は
、
林
業
に
関
す
る
研

修
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
林
業
に
興
味
を

持
つ
若
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
明
る
い
兆
し
で
す
。

則
次　
津
山
高
専
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

や
産
業
と
の
連
携
が
盛
ん
な
学
校
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
の
社
会
参
加
を
進
め
た
い

で
す
ね
。
学
生
が
、
今
ま
で
関
わ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
分
野
や
地
域
に
出
て
行
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
学
生

の
目
線
か
ら
、
新
し
い
発
想
や
技
術
な
ど

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
津
山
高
専
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
て
、
留
学
生
の
数
で
は

全
国
の
高
専
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

こ
の
こ
と
を
活
用
し
、
人
材
や
技
術
の
交

流
を
進
め
れ
ば
、
岡
山
県
の
地
方
都
市
で

あ
る
津
山
市
が
、
国
際
都
市
・
津
山
市
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

市
長　
津
山
産
業
・
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、

昨
年
６
月
に
、
企
業
立
地
に
関
す
る
優
遇

制
度
を
拡
充
し
た
こ
と
も
あ
り
、
立
地
率

は
50
％
を
超
え
ま
し
た
。
今
後
も
一
層
、

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
津
山
駅
北

口
広
場
の
整
備
な
ど
都
市
基
盤
の
再
整
備

と
中
心
部
の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
を

基
本
的
な
柱
と
し
て
、
長
期
的
か
つ
継
続

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
は
、
津
山
の
産
業
を
支
え
る
大
き

な
柱
の
一
つ
で
す
。「
生
産
」「
流
通
」「
消

費
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、

地
産
地
消
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
津
山
城
の
天
守
復
元
は
、
わ
た

し
の
大
き
な
夢
で
す
が
、
実
現
に
向
け
て
、

機
運
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
津
山
市
の
商
工
業
・
農
林
業
に
お
い
て

津
山
ら
し
さ
（
強
み
）
を
見
つ
け
出
し
、

そ
れ
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
戦
略
的
な

計
画
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
産
業

が
成
長
し
、
雇
用
も
創
出
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
市
政
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



市政だより 市政だより

概要をお知らせします平成24年度決算の
一般会計

財

自

源

主

源

財

依

存

区分
民 生 費
公 債 費
教 育 費
総 務 費
土 木 費
衛 生 費
消 防 費
農林水産業費
商 工 費
議 会 費
災害復旧費
労 働 費
諸 支 出 金

決算額
154億   312万円
60億2,410万円
57億5,285万円
50億6,532万円
49億2,085万円
33億8,711万円
15億8,212万円
13億7,319万円
８億4,977万円
３億9,747万円
３億1,272万円
１億6,317万円

7,185万円

構成比
34.0％
13.3％
12.7％
11.2％
10.9％
7.5％
3.5％
3.0％
1.9％
0.9％
0.7％
0.3％
0.1％

目
的
別
歳
出

2014.1 89 2014.1

■
歳
入
決
算
規
模
は
、
前
年
度
比
６
億
２
５

１
１
万
円
（
１
・
４
％
）
の
増

■
市
税
は
、
市
民
税
個
人
所
得
割
の
制
度
改

正
に
よ
る
増
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の
土

地
・
家
屋
分
や
都
市
計
画
税
の
減
な
ど
に

よ
り
、
全
体
で
１
億
５
６
５
９
万
円
（
１

　
・
２
％
）
の
減
。
徴
収
率
は
、
前
年
度
比

０
・
３
％
増
の
93
・
８
％
。

■
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
２
億
２
８

９
９
万
円
の
減
な
ど
に
よ
り
、
３
億
７
７

万
円
（
２
・
３
％
）
の
減

■
国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
増
に
対
し
、
子
ど
も
手
当
・
児
童

手
当
交
付
金
の
制
度
改
正
に
よ
る
減
な
ど

に
よ
り
、
４
億
８
２
１
６
万
円
（
７
・
６

％
）
の
減

■
市
債
は
、
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
や

と
き
わ
園
建
設
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

12
億
９
７
７
６
万
円
（
30
・
５
％
）
の
増

歳
入
の
特
徴

■
歳
出
決
算
規
模
は
、
前
年
度
比
７
億
５
５

３
７
万
円
（
１
・
７
％
）
の
増
。

■
人
件
費
は
、
職
員
給
与
改
定
（
２
・
０
％

減
）、
職
員
数
の
減
な
ど
に
よ
り
、
３
億

７
４
４
７
万
円
（
４
・
８
％
）
の
減

■
物
件
費
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
減
な

ど
に
よ
り
、
４
億
３
１
６
５
万
円
（
８
・

３
％
）
の
減

■
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
・
児
童
手
当
の

減
な
ど
に
対
し
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付

　　
費
、
子
ど
も
医
療
費
公
費
負
担
事
業
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
、
６
９
４
４
万
円
（
０
・

７
％
）
の
増
。

■
補
助
費
等
は
、
土
地
開
発
公
社
補
助
金
の

減
な
ど
に
よ
り
、
４
億
８
１
１
５
万
円

（
８
・
４
％
）
の
減

■
普
通
建
設
事
業
費
は
、
小
中
学
校
施
設
耐

震
化
事
業
や
と
き
わ
園
建
設
事
業
な
ど
に

よ
り
、
４
億
１
２
５
６
万
円
（
８
・
４
％
）

の
増 歳

出
の
特
徴

問財政課☎32-2020

歳入
決算額

469億2,899万円

歳出
決算額

453億364万円

県支出金
32億6,325万円(7.0％）
県が認めた特定の事務事業の
実施にあたって県から
交付されるお金

市債
55億4,816万円(11.8％）
国や金融機関などから借り入れるお金

国庫支出金
58億5,081万円
(12.5％）
国が認めた特定の事務事業
の実施にあたって国から交
付されるお金

地方交付税
126億3,290万円(26.9％）
全国の自治体が同水準の行政を進
められるよう、財政運営の均衡を
取るために国から交付されるお金

利子割交付金ほか 12億9,929万円(2.8％）
県が徴収した利子にかかる税金の中から交付されるお金

地方譲与税 5億2,366万円(1.1％）
国が徴収した税金から一定の基準に従い譲与されるお金

諸収入ほか 28億7,188万円(6.1％）
どの費用にも含まれない他の収入

繰越金 ５億5,561万円(1.2％）
前年度から今年度に持ち越したお金

使用料及び手数料
6億872万円(1.3％）
市の施設使用料や住民票、各種証明
書などの交付手数料

分担金及び負担金
8億6,653万円(1.8％）
市が行う事業で特定の利益を受ける
人などから徴収するお金

市民税 54億4,139万円

固定資産税 57億2,869万円

軽自動車税 2億8,348万円

市たばこ税 7億8,837万円

入湯税 9万円

都市計画税 6億6,616万円

市税
129億818万円
(27.5％）

人件費
73億6,896万円(16.3％）
職員や特別職の給与、議員・各種委
員会委員の報酬などに使ったお金

物件費
47億4,230万円(10.5％）
業務委託料や使用料など物財調達
に使ったお金

維持補修費
4億5,965万円
(1.0％）
市の施設などの補修
に使ったお金

扶助費
94億3,968万円
(20.8％）
生活保護費や児童手当、
医療費などに使ったお金

補助費等
52億3,833万円
(11.6％）
各事業や団体への
補助金や負担金に
使ったお金

普通建設事業費
53億470万円
(11.7％）
道路や橋、学校、公
園などの建設・整備
に使ったお金

災害復旧事業費
3億1,272万円
(0.7％）
大雨などによる農林災
害・土木災害の復旧に
使ったお金

公債費
60億2,260万円(13.3％）
道路や公共施設などの整備のため
借り入れた市債の返済に充てるお金

投資及び出資金
1億399万円(0.2％）
市が行政活動を行う上で必要な
団体へ出資したお金

積立金
1億3,011万円(0.3％）
地域づくり基金など基金へ
積み立てたお金

貸付金
1億2,700万円(0.3％）
民間団体などに対して必要な
資金として貸し付けたお金

繰出金
60億5,360万円
(13.3％）
国民健康保険や下水
道事業などの特別会
計へ繰り出したお金

市民 1人
当たり

歳　出
約43万円
平成24年度末の
人口を基に計算（　　　）



◀久米中学校
　改築事業

津山西中学校▶
耐震化事業

▲ごんごバス勝北線

▲資源ごみの分別作業

市政だより

預金（基金）と借金（市債）の状況 平成24年度の主な事業平成24年度の主な事業

鶴山公園駐車場整備事業
武家屋敷（旧田淵邸）整備事業
史跡美作国分寺跡公有化事業
津山城跡整備事業

２億3,185万円
5,591万円
4,903万円
1,187万円

歴史・芸術文化

焼却灰搬出処理委託事業
津山圏域資源循環施設組合負担金
（新クリーンセンター建設事業）
資源化センター運営業務委託料
ごみ減量・リサイクル推進事業
家庭ごみ指定袋制実施事業

１億3,023万円

１億2,287万円
１億1,200万円
3,615万円
3,420万円

ごみ

中山間地域等直接支払交付金
企業立地促進・雇用促進奨励金
緊急雇用創出事業
地域材利用新築住宅助成補助金
つやま新産業創出機構補助金
農作物鳥獣害防止対策・有害鳥獣駆除事業
住宅用太陽光発電システム設置補助金
パワーアップ商業振興事業補助金
地域材利用住宅リフォーム補助金

１億9,560万円
１億2,631万円
7,580万円
2,530万円
1,806万円
1,631万円
1,194万円
670万円
380万円

雇用対策・産業活性化

地方バス路線運行維持費補助金
支所間バス運行補助金
ごんごバス運行補助金
市営阿波バス運行業務委託料
共同バス運行委託料
（津山・西川線、津山・柵原線、津山・富線）

5,794万円
2,054万円
1,458万円
513万円

707万円

地域公共交通

預金（基金）と借金（市債）の状況
基金 　特定の事業に充てるためや財源不足を

補うために積み立てるもの。
平成24年度末残高　　　92億　118万円

市債 　一時的なものを除いた借入金のこと。
５～30年くらいの期間で返済していく。

平成24年度末残高　　 549億9,765万円

市民 1人
当たり

借　金

約52万円
平成24年度末の
人口を基に計算（　　　）

市民 1人
当たり

預　金

約9万円
平成24年度末の
人口を基に計算（　　　）

地域づくり基金
財政調整基金
都市基盤整備事業基金
土地開発基金
減債基金
地域福祉基金
地域振興基金
エコプラザ整備基金
人づくり基金

年度末残高
34億　361万円
19億　614万円
11億9,377万円
10億7,307万円
３億7,218万円
３億2,254万円
２億2,858万円
２億　326万円
１億9,600万円

主な基金
臨時財政対策債
合併特例事業債
地方道路等整備
事業債
学校教育施設等
整備事業債
過疎対策事業債
上水道事業出資債
減税補てん債

年度末残高
169億7,421万円
121億8,060万円

71億　132万円

32億5,399万円
29億7,520万円
20億9,346万円
13億3,579万円

主な市債

会　計　名
国民健康保険
介護保険
下水道事業
公共用地取得事業
後期高齢者医療
農業集落排水事業
簡易水道事業
食肉処理センター
奨学金
磯野計記念奨学金
土地取得造成事業

歳　入
111億1,795万円
88億9,886万円
47億7,075万円
12億　916万円
11億7,815万円
２億1,683万円
２億　453万円
１億　504万円

960万円
749万円

3,538万円

歳　出
106億8,385万円
88億3,066万円
47億7,047万円
12億　916万円
11億7,750万円
２億1,673万円
２億　453万円
１億　504万円

368万円
72万円
０万円

平
成
24
年
度
特
別
会
計
別
決
算
額

特別会計
　特別会計は、特定の事業を行うために
特定の収入（使用料や保険料など）をそ
の支出に充てるため、経理を独立して設
ける会計です。
　市には、11の特別会計があります。そ
のうち、国民健康保険特別会計について、
詳しくお知らせします。

国 民健康保険
問保険年金課☎32-2071

　国民健康保険特別会計は、保険料と国・県の
支出金などで賄われています。保険料は、医療
費を支える貴重な財源です。保険料は、期限内
に納付しましょう。

小中学校改築・耐震補強等事業
子ども手当・児童手当
生活保護費
ときわ園建設事業
都市計画道路総社川崎線整備事業
子ども医療費公費負担事業
公民館整備事業（津山東公民館）
小規模飲料水供給施設整備費補助金
小中学校スクールヘルパー配置事業
不妊・不育治療費助成

19億     85万円
18億7,459万円
16億4,417万円
４億5,729万円
３億9,436万円
３億3,549万円
8,581万円
4,601万円
4,086万円
586万円

生活・教育支援

2014.1 1011 2014.1

歳出
106億8,385万円

歳入
111億1,795万円

被保険者への保険給付など
75億5,065万円
　　　（70.7％）

高齢者制度などへの拠出
17億2,127万円(16.1％）

共同事業への拠出
11億3,322万円(10.6％）

保健事業費 5,166万円(0.5％）
その他　　　  
2億2,705万円

(2.1％)

療
養
に
か

か
る給付

自

源

主
財

源財
存
依

国・県支出金
34億4,299万円
　　　（31.0％）

他の保険制度から
50億4,863万円
　　　（45.4％）

保険料
19億7,835万円
　　　（17.8％）

その他
2億3,079万円
　　  （2.0％）

市一般会計から
4億1,719万円
　　　 (3.8％）

▲中山間地域等直接支払交付金事業

◀津山城跡
　整備事業



市政だより
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所得税と市・県民税の申告は、　２月17日㈪～３月17日㈪

２月17日㈪

18日㈫

19日㈬

20日㈭

21日㈮
22日㈯
23日㈰
24日㈪
25日㈫
26日㈬
27日㈭
28日㈮

３月 １日㈯
２日㈰

３日㈪

４日㈫

５日㈬

６日㈭

７日㈮
８日㈯
９日㈰
10日㈪
11日㈫
12日㈬
13日㈭
14日㈮
15日㈯
16日㈰
17日㈪

津山地区・市内全域
対象地区

城東・城南・中央
鶴城・城北・城西（小
田中を除く）
志戸部・勝部・籾保
紫保井・大田・沼・弥
生町
川崎・野介代・福岡

休
市内全域
北園町・山北
総社・小原
二宮・院庄
小田中・上河原
高倉・河辺

休
市内全域

佐良山・福南

一宮・高田

林田・田邑

市内全域

市内全域
休

市内全域
市内全域
市内全域
市内全域
市内全域
市内全域

休
市内全域
市内全域

会場

市
役
所
２
階
大
会
議
室

勝北地区・加茂地区
対象地区

大吉・大岩

市場・奥津川

西中・西下

新野東・西上

新野山形
休
休

上村・中村
安井
日本原・杉宮・原
坂上・上野田・下野田
勝北地区全域

休
休

加茂町物見・加茂町河井・
加茂町山下・加茂町知和
加茂町青栁・加茂町塔中・
加茂町小中原
加茂町齋野谷・加茂町戸賀・加茂
町黒木・加茂町倉見・加茂町宇野
加茂町原口・加茂町行重・
加茂町楢井・加茂町百々
加茂町中原・加茂町成安

休
休

加茂町公郷
加茂町下津川・加茂町桑原・加茂町小渕
加茂地区全域

※高野公民館での申告相談は３月６日㈭のみです
※該当する日にご都合が悪い場合は、別の日に申告していた
だいても構いません。会場は混雑が予想されますので、な
るべく該当する日にお越しください

会場

勝
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ

加
茂
町
公
民
館

久米地区・阿波地区ほか
対象地区

坪井下

中北上・坪井上

宮部上・宮部下

中北下

南方中
休
休

一色・神代
久米川南
領家・宮尾
戸脇・桑下
八社・福田下・桑上

休
休

里公文・里公文上

油木上・油木下・
油木北

久米地区全域

神庭・成名・高野・
滝尾・広野・大崎
下沢・西谷・大高下

休
休

中土居・大畑
尾所・大杉・竹之下

会場

久
米
支
所

高野
公民館

阿
波
支
所

ー

申告相談日程表

申
告
が
必
要
な
人

会
場

問

市・県民税の申告
●営業や農業などの事業を営んでいる人、または
地代・家賃・配当・不動産の売却などの所得が
ある人で、所得税が掛からない人

●給与所得者（サラリーマンなど）で、給与支払
報告書（源泉徴収票）が市役所へ提出されない
人

●医療費控除や障害者控除などの控除を受けよう
とする人

※所得税の確定申告書を提出した人は、市・県民
税の申告書を提出したと見なされるので、改め
て市・県民税の申告をする必要はありません

会場や申告相談日は、お住まいの地域によって異
なります。12ページの申告相談日程表をご確認
ください

課税課（市役所２階３番窓口）☎32-2015

所得税の申告
●所得の合計額が所得控除の合計額を超える人
で、次のいずれかの人

○商業・工業・医業・農業などを営んでいる人
○地代・家賃・配当・不動産の売却などの所得が
ある人

●給与所得者（サラリーマンなど）で、次のいず
れかの人

○給与などの収入金額が2,000万円を超える人
○年末調整済みの給与以外の所得が20万円を超
える人

○２カ所以上から給与をもらっている人
●所得税の還付を受けようとする人

津山税務署
※期間中の土・日曜日・祝日は休み
※所得税の還付申告は１月から津山税務署で受け
付けています

津山税務署（田町）☎22-3147

　□印鑑
収入と経費が分かる資料
　□給与所得または年金所得のある人
　　…給与、公的年金の源泉徴収票
　□事業所得（営業、農業など）や不動産所得がある人
　　…収入金額と必要経費をまとめたもの
　□その他所得（一時所得、雑所得、配当所得など）がある人
　　…その支払調書など
各種控除を受けるための資料
　□医療費控除
　　…支払った医療費の領収書、保険金などで補てんされた金
　　　額が分かるもの
　□社会保険料や生命保険料、地震保険料などの控除
　　…支払った保険料の証明書や領収書
　□寄附金控除…領収書、証明書
　□障害者控除…障害者手帳などの証明書

申告に必要なものをチェック！ 申告に際してのお願い

　所得税と市・県民税の申告は、平成25年中の所得税を精算したり、平成26年度の市・県民税を計算したり
するための大切な手続きです。給与所得だけの人で、昨年中の所得を年末調整した人の申告は不要ですが、そ
の他の所得がある人や各種控除を受けようとする人は申告を行う必要があります。

　対象　  平成25年中（１月１日～12月31日）の所得 受付時間　午前９時～午後４時

●事業所得（営業、農業な
ど）がある人や医療費控
除を受ける人は、必ず事
前に領収書などを整理、
計算して、会場にお越し
ください

●期間中は、会場が大変混
雑します。ご理解とご協
力をお願いします



市政だより

所在地

加茂町塔中
103番3、103番10

種別
（地目）
土地
(宅地)

地積
（公簿）

322.46㎡

売払価格

264万円
　　●
加茂小学校

２月９日㈰は津山市長選挙・津山市議会議員補欠選挙
問選挙管理委員会☎32-2143

市有地の売り払い
問財政課（市役所６階）☎32-2021

高額医療・高額介護合算制度
問国民健康保険＝保険年金課(市役所１階９番窓口)☎32-2071、後期高齢者医療制度＝保険年金課(市役
　所１階８番窓口)☎32-2073、介護保険＝高齢介護課(市役所１階11番窓口)☎32-2070

20歳になったら国民年金
問保険年金課（市役所１階７番窓口）☎32-2072

JAつやま
　加茂支店

　　●
津山市役所
　加茂支所

県道津山加茂線

2014.1 1415 2014.1

対象物件

大事な投票、
　　忘れずに！

　高額医療・高額介護合算制度は、１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担額の
合計が限度額を超えた場合に、超えた金額が支給される制度です。
対象期間　平成24年８月１日～平成25年７月31日　
条件　同一世帯で同じ医療保険に加入していること
申請先　平成25年７月31日現在、加入していた医療保険
支給申請手続き

※対象期間中に就職や退職などで加入する医療保険が変わった世帯員がいる場合は、変更前の医療保険での自
己負担額証明書が必要です

申請が
必要です

●

加茂町公民館
　　  ●

　平成25年12月１日付で、民生委員・児童委員、主任児童委員が新たに委嘱されました。任期は３年です。
各委員は次のような活動をしています。困った時はご相談ください。

民生委員・児童委員の主な活動
●地域での高齢者や障害のある人など福祉に
　関する相談・支援
●妊娠中や子育てなど心配事への対応
●地域の皆さんの生活状況の把握
（虐待やＤＶなどの早期発見）
●福祉サービスの紹介　など

※各委員は、個人の私生活に立ち入ることがありますが、活動上知り得た秘密は、固く守られます。また、委
員退任後も守秘義務が課せられています

※各地域の委員の連絡先など、詳しくはお問い合わせください

めいすいくん

25万円

15万円

40万円

６万円

34万円

６万円
の支給

民生委員・児童委員、主任児童委員にご相談ください
問生活福祉課☎32-2064

　日本に住んでいる20歳以上60歳未満の全ての人は、国民年金に加入して、国民年金保険料を納めることに
なります。20歳になったら加入手続きをして、成人としての第一歩を踏み出しましょう。

国民年金制度って、なあに？
　年を取った時の所得の保障だけでなく、不慮の事故や
病気で障害が残ったり、死亡したりした時の生活をお互
いに支え合う制度です。
加入手続きはいつ、どこでするの？
　20歳の誕生日を迎えたら、保険
年金課の窓口または各支所市民生
活課で手続きをしてください。(厚
生年金に加入している人は手続き
不要です）

毎月の保険料はいくらですか？
　月額15,040円（平成25年度）です。

便利な猶予制度
学生や収入が少なく保険料の納付が困難
な人は「学生納付特例」や「若年者納付
猶予」など保険料の支払いを猶予する制
度があります。希望する人は、国民年金
の加入手続きと併せて申請してください

　３月１日任期満了に伴う津山市長選挙と欠員１名による津山市議会議員補欠選挙を行います。
告示日　２月２日㈰　　投票日　２月９日㈰午前７時～午後６時
投票できる人　平成６年２月10日までに生まれた人、かつ、平成25年11月１日までに
　転入届を提出するか住民票が作成された人で、投票日現在、引き続き、津山市内に住
　所を有している人

  期日前投票
  投票日当日に投票所へ行けない人は、期日前投票ができます
  とき　２月３日㈪～２月８日㈯、午前８時30分～午後８時
  ところ　市役所東庁舎１階会議室、加茂支所、阿波支所、勝北保健福祉センター、久米支所

　次の市有財産を先着順で売り払います。

申込期間　２月３日㈪～平成27年１月30日㈮の執務時間内
申込方法　直接申し込む（先着順）
※同時に２組以上の申し込みがあった場合は、くじにより受
付順位を決定します。詳しくは、お問い合わせください

国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入
■該当する人には、保険年金課または岡山県後
期高齢者医療広域連合から、1月中に、申請
についての通知文書を送付します

■申請の受け付けは、保険年金課または各支所
市民生活課で行います

その他の医療保険に加入の人
■該当する人は、申請時に介護保険の自己負担
額証明書（高齢介護課で発行。受け付けは、
各支所市民生活課でも可）が必要となります

■申請方法など、詳しくは加入している医療保
険へお問い合わせください

民生委員・児童委員とは　民生委員は非常勤の地
方公務員で、児童福祉法により児童委員も兼ね
ています。市内では258人の委員が、担当する
地区で地域住民の立場に立って活動しています

主任児童委員とは　児童福祉を専門的に担当する
人で、市内に25人います。児童関係機関と連
絡・調整を行い、各地域の民生委員・児童委員
と協力して児童福祉を推進します



市政だより

生後２～７カ月未満

生後７～12カ月(１歳)未満

１～２歳未満
２～５歳未満

接種回数と接種時期
27日以上の間隔で３回接種、3回目の接種から60日以上の間隔を開
けた、12～15カ月（標準）に１回接種
27日以上の間隔で２回接種、２回目の接種から60日以上の間隔を
開けて、12カ月（標準）以降に１回接種
60日以上の間隔で２回接種
１回接種

接種開始年齢

小児用肺炎球菌ワクチンの切替え

小児用肺炎球菌ワクチン
問健康増進課☎32-2069

1月24日～30日は全国学校給食週間です
問保健給食課☎32-2117

児童館の子育てクラブ入会者募集
問中央児童館（山北）☎22-2099、南(ワイワイ)児童館（横山）☎24-4400
　加茂(ぐりむ)児童館（加茂町中原）☎42-3168

　市では、遺児の健全な育成と福祉の増進のため、激
励金を支給しています。
対象　生活保護世帯または市民税非課税世帯の遺児
条件　①保護者死亡見舞金＝平成25年度中、義務教育

諸学校在学中に遺児になった時
②卒業激励金＝遺児が中学校または中学部を卒
業する時

支給額　遺児１人に付き１万円
申請方法　こども課に備え付け
　の申請書に記入して申し込む
締め切り　２月28日㈮
※詳しくは、お問い合わせ
　ください
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平成25年11月から切り替わりました

　学校給食週間は、児童・生徒や教職員、保護者、地域の人たちが学校給食の意義や役割を理解し、関心を深
める週間です。市内の小・中学校では、期間中、地元の食材を使ったメニューや昔の献立、世界の料理などの
給食を提供します。家庭でも、給食や食材のことについて話してみませんか。

週間行事を通じた活動の様子

入会者説明会
　入会を希望する児童館にお越しください。
とき　中央児童館＝２月６日㈭、南児童館＝
２月５日㈬、加茂児童館＝２月７日㈮、午
前10時30分～11時30分
申込方法　入会を希望する児童館に直接申し
込む
申込開始　説明会の日から

給食での地産地消の取り組みを紹介します
　子どもたちに給食を安心して食べてもらうため、地元
で収穫された安全な食材を使うなど、地産地消の取り組
みを行っています。
平成24年度の地元産の食材の使用率

給食に使用している地元産の食材(例)
主食　米＝100％津山市産、
麦・牛乳＝100％岡山県産、
米粉パン＝岡山県産の米粉を
20％使用
副食　野菜やみそ、豆腐、卵、
肉類、果物を使ったジャムや
ゼリー、海産物など

▲給食集会 ▲交流給食（栄養士・
　調理員を招いての会
食や異学年交流）

▲地域の人を招いての
給食試食会　　　

▲給食調理員への
感謝の手紙　

津山市遺児激励金
問こども課（津山すこやか・こどもセンター)
　☎32-2065

小桁焼却場休止のお知らせ
問環境事業所☎22-8255

　各児童館の子育てクラブへの入会者を募集しています。一緒に子育てを楽しみませんか。
対象　中央児童館・南児童館＝市内在住で満２歳以上の未就園児と保護者、
　　　加茂児童館＝市内在住で０歳～未就園児と保護者
活動内容　親子でのリズム遊びや工作、戸外遊びなど
活動日　中央児童館・加茂児童館＝毎週水・金曜日、
　　　　南児童館＝毎週火・木曜日
活動時間　午前10時30分～11時30分
定員　曜日ごとに30組（複数曜日は不可）
入会金　800円
　（保険料別途要）
参加費　無料
※詳しくは、お問い
　合わせください

　肺炎球菌による感染症は、子どもの命に関わる感染症の１つといわれています。
　市では、予防のために小児用肺炎球菌ワクチン接種を実施しています。
　平成 25年 11月１日から、小児用肺炎球菌ワクチンが７価から 13価へ成分が増え、
より多くの種類の肺炎球菌に対して予防効果が期待できるようになりました。
　対象者には通知しますので、早めに接種しましょう。
接種開始年齢別の回数と時期

７価ワクチンを接種中の人は
　昨年の 11月１日から、13価ワクチンのみの接種となりました。詳しくは、通知をご覧ください
※小児用肺炎球菌ワクチンの切り替えについて、詳しくは
　厚生労働省ホームページをご覧ください

　市では、小桁焼却場（小桁）の定期修繕
を行います。修繕の期間中は、ごみの焼却
ができませんので、一層のごみ減量にご協
力ください。
期間　１月29日㈬～２月９日㈰
※ごみの収集は、通常どおり行います

環境の良いまちを
みんなで作っていきましょう

岡山県産食材
　　　　34.4％
　津山市産食材
　　　　14.5％その他の食材

　　　65.6％



｢アイスランド津山」オープン

中学生のための救急救命法とAED講習会

愛らしく演じる姿に感動

会場が笑いに包まれる

じねんじょ求めてにぎわう
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美作国大茶華会・秋の津山城2013ご当地グルメフェスティバル

12月14日　アイスランド津山

　　　　ミュージカル「風の野っ原」公演

　　　　
かも～ん

加茂郷にぎわい寄席

P  H  O  T  O

R    E    P    O

ふぉと
るぽ

ふぉと
るぽ

　11月23日・24日、津山城跡ほか中心市街地で、美作国大茶華会とご当地
グルメフェスティバルが開催され、２日間で市内外から約１万人が訪れました。
　茶席に訪れた菅原安子さん（林田）は「さまざまな流派のお

て ま え

点前を体験できて、楽しかった
です」と話してくれました。

　11月29日、加茂町文化センター（エスペリア)
で、加茂郷にぎわい寄席が開催されました。
　春風亭昇々さんからナイツさん、桂文治さん、
江戸家まねき猫さんと演目が続き、トリで登場し
たテレビ番組の「笑点」でおなじみの三遊亭小遊
三さんは、落語「長命」を軽妙な話術で披露しま
した。約350人で埋められた会場は、終始、笑い
に包まれていました。

11月24日　津山・すこやかこどもセンター
　市内の運動部に所
属する中学生46人
が、心臓マッサージ
や人口呼吸、ＡＥＤ
の操作方法の指導を
受けました。
　生徒たちは、熱心
に説明を聞いた後、
ダミー人形を相手に、真剣な表情で取り組むと「も
しもの時には、勇気を持って行動し、助かる命を救
いたい」と話しました。

　津山陸上競技場の
屋外アイススケート
場・アイスランド津
山がオープンし、こ
の日を楽しみにして
いた人たち約560人
が訪れました。
　友だちと手をつな
いで滑る人や、そりを使って滑る人など、それぞれ
の初滑りを楽しみました。今シーズンは、２月23日
㈰まで営業します。

　11月23日、勝北文化センターで、勝北地域に吹
く広戸風を題材にして作られたミュージカル「風
の野っ原」が上演されました。
　昨年のプレ講演からコツコツと準備してきたこ
ともあり、感動のフィナーレとなりました。
　約400人の観客は、風神に立ち向かう太郎や動
物たちを演じる子どもたちの愛らしい姿に、惜し
みない拍手を送っていました。

　12月８日、道の駅「久米の里」で開催されたじね
んじょ祭り。箱詰めやパック詰めなどのじねんじょ
が並ぶテント村では、好みの品を探す人たちでにぎ
わいました。
　会場では麦とろ飯の販売も行われ、会社の先輩と
訪れた野添龍聖さん（美作市）は「初めて麦とろめ
しを食べました。だしが利いていて、とてもおいし
かったです」と話してくれました。

第21回道の駅「久米の里」じねんじょ祭り

文部科学大臣表彰
日本PTA会長賞(団体)
日本PTA会長賞(個人)

　一宮小学校ＰＴＡは、子ども会や中学校の
ＰＴＡと連携して、積極的に行事を開催した
ことなどが評価されました。会長の西尾公裕
さん（写真中）は「地域の皆さんの協力で、
活動を積み重ねることができました。今後も
続けていきたいです」と抱負を語りました。
　阿波小学校ＰＴＡは、学校との協力による
基本的な生活習慣づくりなどが評価されまし
た。会長の南都正道さん（写真左）は「阿波
小学校は今年度で閉校となるので寂しいです
が、今後も子どもたちのために、いい環境を
作っていきたいです」と話しました。
　奥田賢二さん（加茂町小中原・写真右）は、
10年間に渡る積極的なＰＴＡ活動が評価さ
れました。｢ＰＴＡ役員は学校とより深いつ
ながりを持つことができます。保護者の皆さ
んには、ＰＴＡ活動に積極的に参加してほし
いです」と話しました。

お茶とお花とグルメでお・も・て・な・し第32回全日本実業団パワーリフティング
選手権大会 男子一般93キロ級　優勝

　10月に第32回全日
本実業団パワーリフテ
ィング選手権大会、男
子一般93キロ級で優勝
した大光さん。
　大光さんは「一昨年
は優勝、昨年は準優勝
でしたので、優勝を目
指して挑みました。大
会前に体重を５キロ落
としたので苦しかったですが、再び優勝でき
てうれしいですね。次は、大会連覇を目指し
たいです」と語ってくれました。

お気に入りのグルメを求め
る人でにぎわいました

たくさんの花が、まちなかを
彩りました

お茶席は大盛況

一宮小学校 PTA
阿波小学校 PTA
奥田 賢二さん

大光智史さん（津山市出身）
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美作略史
　明治14年(1881年)、郷土史家の矢吹正則によって書かれた歴史書。
　和銅６年(713年)の美作国建国から明治４年(1871年)の北条県設置までの
美作地域の歴史が、年表のように年代順に記述されています。
　現在、美作地域の郷土史を研究する上で、必見の書物と位置付けられていま
す。

　｢新訂・増補美作略史」は、明治期に刊行された美作略史を基
に、刊行以降に明らかになった資料を盛り込んだ編年体の新たな
歴史書です。
　古代から中世までの美作地域の歴史を最新の研究成果を基に

ひも

紐
解きます。
冊子概要　Ａ５判、510ページ、モノクロ
価格　2,000円（予定）　
発行日　１月上旬（予定）
販売場所　津山ブックセンター本店と市内各支店、柿木書店、照
文堂書店、ブックスてらさか、本とカメラてづか、津山観光セ
ンター、津山郷土博物館ほか

問津山郷土博物館（山下）☎22-4567

新訂・増補　　　　　　　　  　刊行
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る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
わ
た
し
自
身
が
若
い
頃
、
神
戸

市
内
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
、
き
っ
か
け

の
１
つ
で
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
支
援
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
？

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
当
時
、
長

男
が
茨
城
県
で
被
災
し
、
５
日
間
、
安
否

が
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
り
「
被
災
地
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
」

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
４
カ
月
後
の

７
月
に
１
週
間
か
け
て
宮
城
県
や
岩
手
県

の
被
災
地
を
回
り
、
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
何
か
支
援
が
し
た
い
と
思
い
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
と
同
様
に
、
イ

モ
を
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

神
戸
や
東
北
の
皆
さ
ん
と
は
ど
の
よ
う
な

交
流
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
現
在
は
、
神
戸
市
長
田
区
の
幼
稚
園
と

福
島
県
双
葉
町
の
仮
設
住
宅
、
岩
手
県
大

槌
町
の
幼
稚
園
に
イ
モ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

イ
モ
の
お
礼
に
、
手
紙
な
ど
を
も
ら
う
こ

と
が
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
今
ま
で
に
３
回
、
東
北
地
方
を
訪
れ
、

現
地
で
出
会
っ
た
皆
さ
ん
と
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
７
月
に
現
地
を

訪
ね
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
、
市
内
の
幼
稚
園
や

小
学
校
な
ど
で
イ
モ
掘
り
を
体
験
し
て
も

ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
て
、
昨
年
の
秋
は
、

園
児
た
ち
が
掘
っ
た
イ
モ
を
大
槌
町
の
幼

稚
園
に
送
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
つ
な
が

り
や
人
の
輪
が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
は
悲
し
い
出
来
事
で
す
が
、
こ
う

し
て
で
き
た
つ
な
が
り
や
絆
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
活
動
は
？

　
や
は
り
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
イ
モ
掘
り
体
験
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
わ
た
し
が
被
災
地
で
撮

っ
た
写
真
や
見
聞
き
し
て
き
た
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津
山
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
こ
の
支
援
活
動
を
通
し
て
、
人
の
つ
な

が
り
や
絆
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
津
山
も
イ
モ
ヅ
ル
の
よ
う
に
、
も
っ

と
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
合
い
、
助
け
合

う
ま
ち
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
し
み
じ
み
と

語
る
立
畠
さ
ん
。
今
後
も
焼
き
芋
の
よ
う

な
暖
か
い
支
援
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

小学生とイモを収穫する立畠さん
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日曜納税窓口

月　の　納　税

月中のひとの動き
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※住民基本台帳より

　環境事業所では、関係機関と連携し
て、巡回パトロールや監視カメラなど
で投棄者を見つけ、厳しく指導を行っ
ています。
　また、不法投棄禁止の啓発の車両貼
付用マグネットステッカーを町内会へ
貸与しています。
　詳しくは、お問い合わせください。

不法投棄を
　しない！
　　させない！
　　　許さない！

１月26日㈰ 午前9時～午後４時
納税課（市役所2階1番窓口）

●市県民税　　　　　　  ４期　　　　　（普通徴収）
●国民健康保険料 　　　７期　　　　　（普通徴収）
●後期高齢者医療保険料 ７期　　　　　（普通徴収）
●介護保険料　　 　　　８期　　　　　（普通徴収）

（納期限：１月31日㈮）
１

人口   105,590人(前月比△33)
　男 50,449 人 (同△20)
　女 55,141 人 (同△13）
世帯 44,538 世帯（同△2）
転入 210 人 転出 202 人
出生 83 人 死亡 124　人

1１
（12月１日現在）

問環境事業所☎22-8255
▲マグネットステッカー

と
き　
第
１
次
＝
１
月
26
日
㈰
、

第
２
次
＝
２
月
11
日
㈷
、
両
日

と
も
津
山
総
合
体
育
館
午
前
８

時
出
発
、
午
後
５
時
帰
着
予
定
、

第
３
次
＝
２
月
23
日
㈰
津
山
総

合
体
育
館
午
前
７
時
出
発
、
午

後
５
時
帰
着
予
定

と
こ
ろ　
第
１・
２
次
＝
恩
原
高

原
ス
キ
ー
場（
鏡
野
町
）、
第
３

次
＝
大
山
ス
キ
ー
場（
鳥
取
県
）

対
象　
小
学
３
年
生
以
上

定
員　
各
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
第
１
・
２
次
＝
５
千
円

（
リ
フ
ト
代
含
む
。
貸
し
ス
キ

ー
代
な
ど
は
別
途
要
）、
第
３

次
＝
８
千
円
（
リ
フ
ト
、
貸
し

ス
キ
ー
代
な
ど
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

む
締
め
切
り　
第
１
次
＝
１
月
22
日

㈬
、
第
２
次
＝
２
月
６
日
㈭
、

第
３
次
＝
２
月
19
日
㈬

※
小
学
４
年
生
以
上
を
対
象
に
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
の
指
導
も
行
い
ま

す
（
第
１
次
の
み
）

※
津
山
市
民
ス
キ
ー
大
会
は
２
月

11
日
㈷
に
開
催
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
津
山
市
ス
キ
ー
連
盟
（
田
島
）

☎
22
‐
９
０
０
５

と
き　
２
月
９
日
㈰
午
前
10
時
30

分
受
付
、
11
時
～
午
後
２
時
30

分
と
こ
ろ　
城
西
浪
漫
館
（
田
町
）

内
容　
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

対
象　
男
性
＝
市
内
ま
た
は
津
山

周
辺
に
在
住
、

　
勤
務
す
る
20
～

49
歳
の
独
身
者
、

女
性
＝
県
内
に

在
住
す
る
20
～

49
歳
の
独
身
者

定
員　
各
15
人

　
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
男
性
＝
３
５
０
０
円
、

女
性
＝
２
５
０
０
円

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
ま
た
は
直
接

申
し
込
む

締
め
切
り　
１
月
28
日
㈫

問
〒
７
０
８
‐
０
０
５
２
津
山
市

田
町
１
２
２
城
西
浪
漫
館

　

☎
6 

22
‐
８
６
８
８

　
冬
は
天
体
観

測
に
絶
好
の
季

節
で
す
。
澄
ん

だ
夜
空
に
輝
く

星
々
を
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
２
月
15
日
㈯
午
後
６
時
～

８
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
エ
ス
ぺ
リ
ア
、
加
茂

町
塔
中
）

内
容　
月
、
木
星
、
オ
リ
オ
ン
座

大
星
雲
、
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
な
ど

の
観
察
、
ス
ラ
イ
ド
上
映

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
一
般
＝
８
０
０
円
、
中

学
生
以
下
＝
５
０
０
円
、
未
就

学
児
＝
無
料

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
む

※
温
か
い
飲
み
物
を
無
料
で
提
供

し
ま
す

問
エ
ス
ぺ
リ
ア
☎
42
‐
７
０
３
１

と
き　
３
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰
午

前
10
時
開
演
予
定

と
こ
ろ　

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

（
ア
ル
ネ
・
津
山
７
階
）

参
加
資
格　
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
人
、

　
ピ
ア
ノ
と
合
奏
す
る
人

枠
数　
各
80
枠
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
枠
千
円
（
１
枠
５
分

以
内
で
連
続
２
枠
ま
で
）

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
む

申
込
期
間　
２
月
５
日
㈬
～
19
日

㈬
問
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
事
務
所

（
ア
ル
ネ
・
津
山
５
階
）
☎
31

‐
２
５
２
５

　
市
道
の
街
路
樹
の
剪
定
枝
な
ど

を
細
か
く
砕
い
て
チ
ッ
プ
に
し
た

も
の
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
田

畑
へ
の
肥
料
や
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

の
保
水
材
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

と
き　
１
月
27
日
㈪
午
後
１
時
～

４
時
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

※
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

と
こ
ろ　
津
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
相
撲
場
（
勝
部
）

持
っ
て
く
る
も
の　
ス
コ
ッ
プ
、

袋
な
ど

受
取
方
法　
受
付
簿
に
記
入
し
、

各
自
で
袋
に
詰
め
て
持
ち
帰
る

問
土
木
課
☎
32
‐
２
０
９
５

と
き　
２
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
大
田
）

内
容　
映
画
「
ア
ン
ト
キ
ノ
イ
ノ

チ
」
の
上
映
、
ミ
ニ
講
話
な
ど

定
員　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　
無
料

問
健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９

　
「
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
」

な
ど
に
関
す
る
問
題
に
挑
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

と
き　
２
月
11
日
㈷
午
前
10
時

と
こ
ろ　
津
山

商
業
高
等
学

校
（
山
北
）

受
験
料　
千
円

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
申
し
込
む

締
め
切
り　
１
月
24
日
㈮

■
検
定
研
修
会

と
き　
１
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
洋
学
資
料
館
（
西

新
町
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
美
作
の
国
つ
や
ま
検
定
実
行

委
員
会
（
津
山
商
業
高
等
学
校

内
）
☎
22
‐
２
４
２
１

　
自
然
災
害
か
ら
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
地
域
の
視
点
か
ら
防

災
を
考
え
ま
す
。

と
き　
２
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
山
下
）

演
題　
地
域
を
知
り
、
防
災
を
考

え
る

講
師　
牛
山
素
行
さ
ん
（
静
岡
大

学
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
教
授
）

入
場
料　
無
料

問
危
機
管
理
室
☎
22
‐
１
１
９
０

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
な

ど
を
転
用
し
、
そ
の
目
的
外
に
使

用
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
申
し

出
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
し
出
は
、
期
間
内
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
出
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
28
日

　
㈮

問
農
業
振
興
課
（
市
役
所
４
階
）

☎
32
‐
２
０
７
９

　
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

考
え
よ
う　
み
ん
な
で
解
決　
北

方
領
土

問
岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
県
民
会
議
（
県
公
聴
広
報
課

内
）
☎
０
８
６
‐
２
２
６
‐
７

　

１
５
４

お
知
ら
せ

募　
　
集

津
山
市
ス
キ
ー
教
室
・

ス
キ
ー
大
会
参
加
者

美
作
の
国
つ
や
ま
検
定

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
無
料
提
供

農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
申
出

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

「
婚
活Party 

in
城
西

浪ろ
ま
ん漫
館
」
参
加
者

星
を
観
る
会
☆
エ
ス
ぺ

リ
ア（
冬
）参
加
者

世
界
三
大
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
１
４
参
加
者

自
殺
予
防
セ
ミ
ナ
ー

み
ん
な
で
防
災
in
津
山
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※放送日時は変更になる場合があります
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◇２月のこんにちは市役所さんの放送はありません
◆情 報 ホ ッ ト ラ イ ン：毎時57分～00分

　平成25年12月１日に道路交通法の一部が改
正されて、自転車などの軽車両は、道路左側の
路側帯しか通行できなくなりました。

違反した場合
⇒３月以下の懲
役または５万円
以下の罰金

路側帯
歩道のない道路
などに、白線で
区画された部分

問津山警察署☎25-0110

　事件や事故に遭ったり、目撃
したりしたときは、一刻も早い
110番通報をお願いします。
　通報の際は、電話口の警察官
が尋ねることに「落ち着いて、
正しく、はっきり」お答えくだ
さい。

警察の 相談ダイヤル ＃9110
　急を要さない相談や要望、意
見などは、警察安全相談電話
＃9110をご利用ください。

110番
晴れの国 笑顔を守る 110番

事件や事故に遭っ
た

目撃した

問環境生活課☎32-2056

自転車の

路
側
帯

路
側
帯

車
道

１月10日は　 　　　 の日です

道路右側の路側帯は通行禁止!!

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
期
間　
３
月
４
日
㈫
～
５
月

30
日
㈮

訓
練
場
所　
赤
磐
商
工
会
吉
井
支

所
（
赤
磐
市
）

対
象　
求
職
中
の
人

定
員　
20
人

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
要
）

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

（
山
下
）
ま
た
は
北
部
高
等
技

術
専
門
校
（
川
崎
）
に
備
え
付

け
の
願
書
に
記
入
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
津
山
へ
提
出

締
め
切
り　
２
月
12
日
㈬

■
１
年
訓
練
生

訓
練
期
間　
４
月
～
平
成
27
年
３

月
科
・
定
員　
電
気
設
備
科
＝
20
人
、

木
造
建
築
科
＝
10
人
、
木
工
科

＝
20
人

■
６
か
月
訓
練
生

訓
練
期
間　
４
月
～
９
月

科
・
定
員　
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
＝

　
10
人
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
＝
20
人
、

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
科
＝
20
人

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

試
験
日　
３
月
17
日
㈪
、
18
日
㈫

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
要
）

募
集
期
間　
１
月
14
日
㈫
～
３
月

５
日
㈬

※
科
に
よ
っ
て
対
象
者
や
申
込
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校
☎
26
‐

１
１
２
５

　
津
山
藩
医
の
箕み

つ
く
り作
阮げ

ん
ぽ甫
は
、
幕

府
の
対
ロ
シ
ア
交
渉
使
節
に
同
行

し
て
長
崎
へ
赴
き
ま
し
た
。
そ
の

道
中
に
記
さ
れ
た
日
記
『
西
征
紀

行
』
か
ら
見
ら
れ
る
阮
甫
の
一
面

を
、
資
料
館
職
員
が
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
１
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
津
山
洋
学
資
料
館

演
題　
箕
作
阮
甫
、
長
崎
へ
往
く

　
～
阮
甫
が
出
会
っ
た
人
・
も
の

　
・
文
化
～

問
津
山
洋
学
資
料
館
☎
23
‐
３
３

　

２
４

と
き　
１
月
25
日
㈯
午
後
１
時
受

付
、
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
美
作
大
学
（
北
園
町
）

演
題　
大
庭
・
真
島
郡
衙
跡

講
師　
切
明
友
子
さ
ん
（
真
庭
市

生
涯
学
習
課
長
）

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料
（
資
料
代
要
）

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

と
き　
２
月
１
日
㈯

と
こ
ろ　
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
（
勝

央
町
）

■
教
育
相
談
（
申
込
要
）

時
間　
午
前
10
時
～
４
時

■
講
演

時
間　
午
後
１
時
30
分
受
付
、
２

時
～
４
時

演
題　
現
代
の
子
ど
も
達
を
取
り

巻
く
現
状
～
大
人
た
ち
の
す
べ

き
こ
と
～

講
師　
山
脇
由
貴
子
さ
ん
（
東
京

都
児
童
相
談
所
児
童
心
理
司
）

入
場
料　
無
料

問
岡
山
県
教
職
員
組
合
教
育
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）
☎

０
８
６
‐
２
７
２
‐
８
３
５
８

と
き　
２
月
13
日
㈭
午
前
８
時
30

分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
（
大
谷
）

対
象　
20
歳
以
上
の
人

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
千
円
（
材
料
代
）

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
直
接
伝

え
、
申
し
込
む

申
込
期
間　
１
月
21
日
㈫
～
31
日

㈮
問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

　
平
成
26
年
度
の
嘱
託
・
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
嘱
託
職
員

職
種
・
受
験
資
格
・
定
員　
平
成

26
年
４
月
１
日
現
在
、
64
歳
以

下
の
人
で
①
介
護
職
員
＝
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
介
護
福
祉
資
格
を

有
す
る
人
・
５
人
②
給
食
調
理

員
＝
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人

　
・
３
人

■
臨
時
職
員

職
種
・
受
験
資
格
・
定
員　
お
年

寄
り
に
理
解
が
あ
る
65
歳
位
ま

で
の
人
で
①
看
護
職
員
＝
正
看

護
師
免
許
ま
た
は
准
看
護
師
資

格
を
有
す
る
人
・
１
人
②
夜
間

支
援
員
（
オ
ム
ツ
交
換
、
ト
イ

レ
誘
導
な
ど
）
＝
若
干
名
③
管

理
宿
直
員
＝
若
干
名

試
験　
書
類
選
考
、
面
接

締
め
切
り　
２
月
20
日
㈭
必
着

※
勤
務
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
久
米
老
人
ホ
ー
ム
組
合
「
静
香

園
」
☎
66
‐
０
０
１
２

　
リ
レ
ー
方
式
に
よ
る
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
で
す
。
１
周
１
・
３
㎞
の

コ
ー
ス
を
、
チ
ー
ム
ご
と
に
タ
ス

キ
リ
レ
ー
で
走
り
ま
す
。

と
き　
３
月
９
日
㈰
午
前
11
時
ス

タ
ー
ト

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

対
象　
小
学
生
以
上
で
１・
３
㎞

を
完
走
で
き
る
人

応
募
条
件　
３
人
以
上
10
人
以
下

の
チ
ー
ム
で
、
一
般
の
部
＝
中

学
生
以
上
、
小
学
生
混
合
の
部

＝
１
人
で
も
小
学
生
が
い
る

定
員　
50
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
一
般
＝
１
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円
（
締

め
切
り
後
の
返
金
は
不
可
）

申
込
方
法　
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
に
備

え
付
け
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
可
）
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
２
月
23
日
㈰

※
参
加
者
は
当
日
、
グ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
の
施
設
が
利
用
で
き
ま
す

問
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
（
大
田
）
☎
27

　

‐
７
１
４
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.m

izu
n

o
.

co
.jp

/sch
o

o
l/fa

cility/
shisetsu_19/

応
募
資
格　
次
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
①
岡
山
県
に
本
籍
ま
た
は

縁
故
が
あ
る
人
で
、
今
年
４
月

に
東
京
都
と
そ
の
周
辺
に
あ
る

大
学
（
短
期
大
学
、
夜
間
部
は

除
く
）
に
在
籍
す
る
１
～
３
年

生
の
男
子
学
生
②
健
康
な
身
体

を
持
ち
、
寮
で
の
共
同
生
活
が

可
能
な
人
③
学
業
成
績
が
優
秀

で
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
人
④
館

費
・
食
事
そ
の
ほ
か
の
生
活
費

が
支
払
え
る
人
⑤
独
立
し
た
生

計
を
営
む
確
実
な
保
証
人
が
い

る
人

募
集
人
数　
15
人
程
度

応
募
方
法　
入
館
願
、
履
歴
書
、

　
家
庭
及
び
志
望
調
書
、
小
論
文

（
テ
ー
マ
「
共
同
生
活
に
お
け

る
自
由
と
規
律
」）
を
直
接
ま

た
は
郵
送
で
提
出

応
募
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
３
月

１
日
㈯
必
着

選
考
方
法　
第
１
次
＝
書
類
選
考

と
小
論
文
、
第
２
次
＝
面
接
と

意
見
交
換

費
用　
月
約
４
万
５
千
円
（
館
費
、

食
費
な
ど
含
む
）

※
合
格
発
表
が
３
月
１
日
以
降
に

な
る
人
も
期
間
内
に
提
出

※
入
館
願
な
ど
は
鶴
山
館
に
請
求

問
〒
２
０
２
‐
０
０
１
３
東
京
都

西
東
京
市
中
町
５
‐
10
‐
８
一

般
財
団
法
人
鶴
山
館
☎
０
４
２

　

４
‐
22
‐
５
９
５
１

と
き　
水
曜
コ
ー
ス
＝
２
月
19
日
、

26
日
、
３
月
５
日
、
12
日
、
19

日
午
後
１
時
～
３
時
、
金
曜
コ

ー
ス
＝
２
月
14
日
、
21
日
、
28

日
、
３
月
７
日
、
14
日
午
後
６

時
～
８
時

と
こ
ろ　

勝
北
陶
芸
の
里
工
房

（
杉
宮
）

定
員　
各
５
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
４
８
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
受
付　
１
月
14
日
㈫
～

問
勝
北
支
所
市
民
生
活
課
☎
32
‐

７
０
２
３

第
３
回
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
健
康
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者

勝
北
陶
芸
の
里
工
房

電
動
ろ
く
ろ
で
陶
芸
体
験
参
加
者

「
鶴
山
館
」
入
館
生

教
育
相
談
と
講
演
会

美
作
学
講
座

～
美
作
国
の
郡ぐ

ん

衙が

を
探
る
～

す
こ
や
か
ハ
ツ
ラ
ツ
講
座

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

北
部
高
等
技
術
専
門
校
生

講
座
・
講
演
会

津
山
洋
学
資
料
館

オ
ム
ニ
バ
ス
講
演
会

久
米
老
人
ホ
ー
ム
組
合

「
静
香
園
」
嘱
託
・
臨
時
職
員



け
い
じ
ば
ん

毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っています

題名 むさっちはどこ？
中島克子さん(美作市）

題名 どろんこ運動会
田辺昇さん(鏡野町）

2014.1 2627 2014.1

じいじ・ばあばの孫育て講座

問市立図書館（アルネ・津山4階）☎24-2919

題名　冬のご褒美
内田幸恵さん(加茂町原口）

題名 イェー ガンバル！
須江秀子さん(鏡野町）

ところ　市立図書館　定員　各30人（先着順）
受講料　無料　
申込方法　電話または直接申し込む　
申込期間　１月27日㈪～２月10日㈪

２月16日㈰
13：30～
15：00

２月28日㈮
13：30～
15：00

３月７日㈮
13：30～
15：30

演題
今どきの孫育て
～祖父母の役割
と楽しみ方～

孫といっしょに
遊ぼう

しあわせな孫育
て

講師

山 縣 威 日 さ ん
（産婦人科医）

河 内 愛 子 さ ん
（元保育士）
ほか

本城稔さん（子
育てアドバイザ
ー）ほか

とき
　出品数244点の中から大賞
１点、特選３点、入選10点、
佳作20点が選ばれました。

第22回津山市写真展
「みまさかの現在(いま）」

問文化課☎32-2121

特
選

大
賞

■
縄
文
土
器
の
は
な
し

　
謎
に
満
ち
た

縄
文
人
の
世
界

観
を
紹
介
し
ま

す
。

と
き　
２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
久
米
公
民
館（
中
北
下
）

講
師　
可
児
通
宏
さ
ん
（
く
ら
し

き
作
陽
大
学
非
常
勤
講
師
）

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
親
子
で
楽
し
む
民
話
の
会

　
津
山
に
ま
つ
わ
る
民
話
の
語
り

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
２
月
16
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
久
米
図
書
館（
中
北
下
）

講
師　
立
石
憲
利
さ
ん
（
岡
山
民

俗
学
会
名
誉
理
事
長
）
ほ
か

定
員　
80
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

　
伝
説
の
美
女
・
楊
貴
妃
の
名
を

世
に
知
ら
し
め
た
、
白
楽
天
の
名

作
『
長
恨
歌
』
を
解
説
し
ま
す
。

と
き　
２
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
（
ア
ル
ネ

　
・
津
山
４
階
）

演
題　
長
恨
歌
を
読
む
～
玄
宗
皇

帝
と
楊
貴
妃
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス

講
師　
杉
山
明
さ
ん
（
津
山
工
業

高
等
専
門
学
校
教
授
）

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

　
「
子
ど
も

の
食
生
活
」

「
子
ど
も
の

世
話
」
に
つ

い
て
、
栄
養

士
と
保
健
師

の
話
か
ら
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
２
月
17
日
㈪
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア

ル
ネ
・
津
山
５
階
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　
２
月
10
日
㈪

※
託
児
あ
り
（
予
約
要
・
先
着
10

人
）

※
会
員
で
な
い
人
も
参
加
可

問
津
山
フ
ァ
ミ
ア
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
・
さ
ん

内
）
☎
31
‐
８
７
５
３
6 

31
‐

２
５
３
４

と
き　
２
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

演
題　
親
の
こ
と
ば
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
変
わ
る

講
師　
親
野
智
可
等
さ
ん
（
教
育

評
論
家
）

入
場
料　
無
料

定
員　
６
０
０
人
（
先
着
順
）

問
津
山
市
民
間
保
育
事
業
協
会
事

務
局
☎
24
‐
７
０
８
０

と
き　
２
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
さ
ん
・
さ
ん

演
題　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
『
介
護
』
の
視
点
か
ら

考
え
る
～
男
性
が
介
護
す
る
と

い
う
こ
と
～

講
師　
津
止
正
敏
さ
ん
（
立
命
館

大
学
教
授
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
伝
え
申
し
込
む

締
め
切
り　
２
月
14
日
㈮

※
無
料
託
児
あ
り
（
予
約
要
）

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３
、

6 
31
‐
２
５
３
４

示
し
ま
す
。

と
き　
１
月
30
日
㈭
～
２
月
６
日

㈭
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
２

月
４
日
㈫
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
津
山
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

入
場
料　
無
料

問
文
化
課
☎
32
‐
２
１
２
１

　
買
い
物
を
し
た
人
に
は
ス
ク
ラ

ッ
チ
カ
ー
ド
（
商
品
券
）
を
進
呈
。

甘
酒
を
無
料
で
振
る
舞
い
ま
す

（
先
着
順
）。

と
き　
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

と
こ
ろ　
道
の
駅
「
久
米
の
里
」

（
宮
尾
）

問
道
の
駅
「
久
米
の
里
」
☎
57
‐

７
２
３
４

と
き　
２
月
９
日
㈰
午
前
８
時
～

11
時

と
こ
ろ　
宮
川
河
川
敷
・
城
北
橋

西
詰
（
山
北
）

問
新
産
業
創
出
課
☎
32
‐
２
１
７

　

８
と
き　
１
月
19
日
㈰
、
２
月
16
日

㈰
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
公
益
社
団
法
人
津
山
市
観
光
協

会
北
支
部
☎
42
‐
７
０
１
１

と
き　
２
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
北
部
高
等
技
術
専
門
校

内
容　
約
１
０
０
点
の
作
品
展
示

即
売
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
各

種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校
☎
26
‐

１
１
２
５

■
講
演
と
寸
劇

と
き　
２
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

演
題　
や
さ
し
い
地
域 

つ
め
た

い
地
域

講
師　
渡
辺
哲
雄
さ
ん
（
日
本
福

祉
大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校
教

員
）

寸
劇　
地
域
と
つ
く
る
支
援
の
輪

出
演　
津
山
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
う
め
ち
ゃ
ん
一
座
」

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
む

■
作
品
展
示

　
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

要
支
援
１
・
２
の
人
が
制
作
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
３
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
問
津
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
23
‐
１
０
０
４
6 

23
‐

１
０
０
５

　
ま
む
し
除
け
と
安
産
の
神
様
と

し
て
知
ら
れ
る
福
力
荒
神
社
。
大

祭
の
３
日
間
は
、
沿
道
に
露
店
が

並
び
ま
す
。

と
き　
１
月
31
日
㈮
～
２
月
２
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
福
力
荒
神
社
（
福
力
）

問
福
力
荒
神
社
☎
26
‐
３
３
０
５
、

観
光
振
興
課
☎
32
‐
２
０
８
２

　
津
山
郷
土
博
物
館
が
所
蔵
す
る

津
山
市
出
身
の
作
家
の
作
品
を
展

加
茂
の
朝
市

道
の
駅
「
久
米
の
里
」

感
謝
祭

訓
練
生
作
品
展
示
即
売
会

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
in
津
山

支
援
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
～
支
え
よ
う
!!

高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り

津
山
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ

地
域
の
子
育
て
お
う
え
ん
教
室

ウ
ィ
ズ
カ
レ
ッ
ジ

津
山
さ
ん
・
さ
ん
塾

つ
や
ま
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
郷
土
の
画
人
た
ち
Ⅱ
」

作
州
宮
川
朝
市

イ
ベ
ン
ト

福
力
荒
神
社
大
祭

生
涯
学
習
講
座

津
山
子
育
て
講
演
会

中
国
文
化
入
門
講
座
（
第
２
回
）



け
い
じ
ば
ん

と し ょ か ん ・ じ ど う か ん

Let’s
Exerc  se
Let’s
Exerc  se

☎

休
館
日

休
館
日

☎22-2099 ☎24-2919 中央児童館

☎24-4400南(ワイワイ)児童館

☎42-3168加茂(ぐりむ)児童館

☎46-2076阿波児童館(阿波)

市立図書館 午前10時～午後７時 
(アルネ・津山 4階） 

☎42-7032加茂町図書館 午前10時～午後６時 
(加茂町塔中） 

☎36-8622勝北図書館 午前10時～午後６時 
(新野東） 

☎57-3444久米図書館 午前10時～午後６時 
(中北下） 

うめちゃん、よ～
来んちゃったな～

杉本さん、ウォーキ
ングの途中に、ちょ
っと寄ったで～明日のウォーキングは、

友だちの杉本さんの家
に寄ってみよう

①歩くルートや目的など、
　計画を立てる

②計画を実践してみる

（出演：津山市地域包括支援センター「うめちゃん一座」）

2014.1 2829 2014.1

３日㈪
北小学校10：00～10：40 ⇒ 総社東第二遊園地11：10～11：40 ⇒ 高田小学校13：00～13：30
ときわ園10：00～10：30 ⇒ 高野公民館11：10～11：50 ⇒ 広野小学校13：00～13：30 ⇒ 弥生小学校14：30～16：20 

阿波小学校10：25～11：00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11：20～11：50 ⇒ 加茂小学校13：00～13：40 ⇒ めぐみ荘14：00～15：00

５日㈬ 

10日㈪ 

13日㈭ 

秀実小学校10：15～11：00 ⇒ 中正小学校12：50～13：20
14日㈮ 

向陽小学校10：15～10：45 ⇒ 鶴山小学校13：00～14：00 ⇒ 塩手荘14：40～15：10

喬松小学校10：15～10：45 ⇒ 道の駅「久米の里」11：15～12：00 ⇒ 誠道小学校13：00～13：40 ⇒ 田邑公民館15：00～16：00
17日㈪
19日㈬

12日㈬

市立図書館：４日㈫、18日㈫、25日㈫
加茂町・勝北・久米図書館：３日㈪、10日㈪、
　12日㈬、17日㈪、18日㈫、24日㈪、25日㈫

中央児童館・南児童館　３日㈪、10日㈪、12日㈬、
　16日㈰、24日㈪
加茂児童館　３日㈪、10日㈪、11日㈷、17日㈪、
　24日㈪

月2
午前10時～午後５時 
(山北） 

午前10時～午後５時 
(横山） 

午前10時～午後５時 
(加茂町中原） 

    ㈬  午前9時～午後５時 
㈪・㈮  午後１時～午後５時 

問環境事業所☎22-8255

高倉小学校10：15～10：45 ⇒ 衆楽公園駐車場（市役所東側）12：00～13：10 ⇒ 小原会館14：00～14：40 ⇒ 院庄公民館
15：20～16：20 ６日㈭ 

河辺小学校10：15～10：45 ⇒ 東小学校13：00～13：30
20日㈭勝加茂小学校10：15～11：00 ⇒ 新野小学校13：00～13：30 ⇒ 広戸小学校14：30～16：00
26日㈬北小学校10：00～10：40 ⇒ 総社東第二遊園地11：10～11：40 ⇒ 高田小学校13：00～13：30

佐良山小学校10：00～10：40 ⇒ 津山口駅前11：05～11：35 ⇒ 一宮小学校12：50～13：30 ⇒ 林田小学校14：30～16：00
７日㈮ 成名小学校10：15～11：00 ⇒ 清泉小学校13：00～13：40 ⇒ 大崎小学校14：40～16：15

立つ鳥
跡を汚さずじゃ

　子どもにとって、年の初めに目標を立てること
は、新たな気持ちで物事に取り組めて、意欲が出
やすくなります。
　しかし、つい高い目標を立ててしまうと、三日
坊主に終わってしまうこともあります。
　そこで、目標を立てる際は、親子で話し合って
みてはいかがでしょうか。例えば「１日１回手伝
いをする」｢本を１カ月で１冊読む」など、その
子にとって達成しやすい目標を、親が助言しても
良いと思います。そして「ありがとう助かるわ｣
｢がんばっているね」などと声掛けをすることで、
子どもは気持ちが前向きになり、立てた目標を達
成しようと、自分なりのやり方を見つけるかもし
れません。このような経験が、子どもの自信につ
ながっていくのではないでしょうか。

自分にあった目標を！

●小さな子どものえほんのじかん
　とき：毎週水曜日10：30～11：00
●木曜ビデオ館
　とき：毎週木曜日14：30～　内容：６日「冬構え｣、
　13日｢光凪｣、20日｢名山 宝の山 上巻｣、27日｢名山 
　宝の山 下巻」　
●むかし話を聞く会
　とき：１日㈯14：00～14：30　
●新感覚紙芝居
　とき：９日㈰14：00～15：00
●ファミリーシアター
　とき：11日㈷14：30～　内容：「ムーミン谷の冬」
●おはなし会　とき：20日㈭11：00～11：30
●大きい子のおはなしのじかん
　とき：22日㈯14：00～14：40

●おはなし会　とき：23日㈰10：30～11：00

●おはなしタイム　とき：13日㈭、16日㈰10：30～
　11：00
●昔ばなしのじかん　とき：22日㈯14：30～15：00

●いっしょにあそぼ０１２３てくてく　とき：19日㈬
　10：30～11：30　
●こくちゃんの紙芝居劇場　とき：15日㈯15：30～
●本のリサイクル市　とき：20日㈭～22日㈯

●豆まき　とき：１日㈯14：00～14：30
●バレンタインクッキング　とき：11日㈷13：30～15：00
　対象：小学生　定員：10人　参加費：200円
　受付：１月25日㈯10：00～(電話のみ）
●赤ちゃん広場　とき：13日㈭11：00～11：30　対象：１
　歳未満児と保護者　受付：４日㈫10：00～(電話のみ）
●親子であそぼう　とき：17日㈪10：30～11：30
　対象：０～２歳児と保護者
●お話タイム　とき：28日㈮13：00～13：30

●節分を楽しもう！　とき：２日㈰13：30～16：00
●たんぽぽルーム【手作りおもちゃ】  とき：12日㈬
　10：00～11：30　対象：乳幼児と保護者、妊婦
●子育て講演会 お話を聞こう！　 とき：22日㈯10：30～
　12：00　対象：乳幼児と保護者、妊婦
●たんぽぽルーム【リトミック】  とき：26日㈬10：00
　～11：30　対象：乳幼児と保護者、妊婦

●あゆみ会「鬼あそび｣　とき：12日㈬10：30～11：30
●にこにこクッキング「マグカップケーキをつくろう」
　とき：22日㈯10：30～12：00　参加費：100円　定員：
　15人　受付：３日㈪～ 引っ越しごみの処分

　新年度に向け、引っ越しなどを計画している
人もいると思います。引っ越しの際には、ごみ
が多く出ることがあります。
　ごみの適正処理にご協力ください。
●ごみステーションに、一度に大量のごみを出
さないでください
●ごみの中には、市で引き取ることができない
ものもあります
(例：タイヤ、消火器、バッテリー、農機具など)
※一度に排出したい場合や粗大ごみがある場合
は、環境事業所または各支所市民
　生活課にご相談ください

ウォーキングで
　　　　認知症予防

問健康増進課☎32-2069

　ウォーキングなどの有酸素運動には、認知症を予防する効果があります。
　また、計画を立てて、行動することも、認知症を予防する効果的な方法といわれています。
　そこで、ウォーキングをする時に、歩くルートや立ち寄り先など、事前に計画を立てて、それを実践してみ
ましょう。（例：○○を通ってみよう。□□さんに会いに行こう。△△屋で買い物をしよう　など）

●絵本タイム　とき：６日㈭、18日㈫13：15～13：45
●２、３歳児の親子でジャンプ☆　とき：７日㈮10：30
　～11：30　対象：２、３歳児と保護者
●赤ちゃんあそぼ！　とき：19日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満児と保護者　定員：15組　受付：５
　日㈬10：00～(電話のみ）
●子育て講演会　とき：28日㈮10：30～12：00
　対象：子育て中の保護者　定員：20人　受付：１日
　㈯10：00～(電話のみ）※託児あり

杉本さん

うめちゃん



休日診療 

※医療機関は変更になる場合があります。受診の前に、
　救急医療案内☎23-9910へお問い合わせください  

診療時間　午前９時～午後５時まで

小児救急医療電話相談　☎＃８０００
土曜・日曜・祝日　 : ～ :  
平日　　　　　　　 : ～ :  

け
い
じ
ば
ん

2014.1 30

行
室
報
広
書
秘

 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には粗品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 法

方
募
応

 

当選者
１１月号の正解

　　　　　　①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
　③次のⒶ～Ⓔの記念品の中から１つを書いて、 
　秘書広報室へ応募してください。 

応募方法 

記念品　Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館招待券(２枚）
　Ⓒあば温泉無料入場券(５枚） Ⓓグラスハウス招待券(２枚）
　Ⓔかたみくんバッチ

  

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

と　こ　ろ 
津山すこやか・こどもセンター 

と　き 
 

と　こ　ろ と　き 

※400ミリリットル献血のみの受付です 

 
 

女性の悩みごと相談
女性と子どもの法律
相談（無料・予約要）

鶴山塾教育相談

司法書士法律相談
（無料・予約要）

無料調停相談会

住宅無料相談

と　き

毎週水曜日 10：00～16：00

３日㈪・17日㈪ 13：30～16：40
毎週火・木曜日 13：30～16：30、
21日㈮ 13：30～15：30、
28日㈮ 10：00～12：00
５日㈬・19日㈬ 13：30～16：30

21日㈮ 10：00～15：00

27日㈭ 13：30～16：30

と　こ　ろ
津山男女共同参画センター
「さん・さん」
津山すこやか・こども
センター

教育相談センター ｢鶴山塾｣

環境生活課
（市役所１階１番窓口）

久米支所

津山市総合福祉会館

市役所１階市民ロビー

問い合わせ先

さん・さん☎31-2533

こども課☎32-2065

鶴山塾☎22-2523

環境生活課☎32-2056

勝北老人憩いの家 勝北支所市民生活課
☎32-7023
久米支所市民生活課
☎32-7011
岡山地方裁判所津山支
部☎22-9326

弁護士相談（予約要) ７日㈮ 10：00～12：00、13：00～15：00 市役所１階市民ロビー 環境生活課☎32-2056

福祉総合相談 12日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 津山市社会福祉協議会
☎23-5130

行政相談 19日㈬ 10：00～15：00

人権・行政・民生合同
相談 20日㈭ 10：00～15：00

行政・民生合同相談 20日㈭ 10：00～15：00

加茂町公民館 加茂支所市民生活課
☎32-7032

建築住宅課☎32-2099

相　談　名

問健康増進課☎32-2069
※料金を掲載していないものは無料です

31 2014.1

問 

締め切り 
　 

地元食材（応募49人、正解49人）
　　　　友金リエさん、品川静子さん、
　高見省一さん、石井博子さん、甲本一男さん

平成26年2月10日(月）当日消印有効 
　当選者は３月号で発表 

新春座談会　津山の
○に入る漢字4文字は？

ところ　津山すこやか・こどもセンター

日 受付時間健　診

乳 児 健 診 
１歳6カ月児健診 
３ 歳 児 健 診 

対　象　市内に在住する20歳から80歳未満の人（予約要）　
　
康
相
談
を
実
施
し
て

　
い
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

▲坂手　和樹（小学 5年生）▲松田　泉（桑上）

▶
山
県　

冨
美
子
（
阿
波
）

▶
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ゆ
う
き

▶
梅
田　

良
子
（
桑
上
）

６日㈭ 13：30～15：30 
内　容　身体測定、情報交換、保育士によるふれあい遊び
対　象　第1子の７カ月児（平成25年７月生まれ）
持ってくるもの　母子健康手帳、おむつ、ミルク、動きや
　すい服など

市役所１階市民ロビー 28日㈮ 10：00～11：30
　　　 12：30～15：30 

対　象　未就学児と保護者
問津山歯科医療センター☎22-4021

と　こ　ろと　き
 16日㈰ 9：00～12：00 津山歯科医療センター（沼） 

と　こ　ろ
久米保健センター（中北下）

と　き
 18日㈫ 10：00～15：00 

科 ところ でんわ

1月
19日㈰

内科系

外科系

26日㈰
内科系

外科系

2月
2日㈰

内科系

外科系

9日㈰
内科系

外科系

11日㈷
内科系

外科系

とき

月2
12日㈬、18日㈫
４日㈫、５日㈬、７日㈮
25日㈫、26日㈬、28日㈮

13：00～13：50

健

～子どもを虫歯から守る学習会～ 母親歯科教室

日本原病院（日本原）
井戸内科クリニック （山下）
平井病院（加茂町中原)
津山第一病院（中島）

36-3311
22-2101
42-3131
28-2211

本位田診療所（新野東）
西村医院（二宮）
万袋医院（加茂町中原）
津山第一病院（中島）

36-5613
28-2100
42-3025
28-2211

影山医院（上村）
中島病院（田町）
平井病院（加茂町中原)
津山第一病院（中島）

29-1511
22-8251
42-3131
28-2211

日本原病院（日本原）
またの内科循環器科
クリニック（新職人町)
只友医院（加茂町塔中）
津山中央病院（川崎）

36-3311

22-4758

42-2043
21-8111

おおうみクリニック （河辺)
いちば医院（二宮）
平井病院（加茂町中原)
津山中央病院（川崎）

21-0033
28-8300
42-3131
21-8111

２月の相談 

健　　康

骨密度測定

元気な子どもを育てるために

はっぴー子育て教室

｢愛の献血」にご協力を

※
お
詫
び
と
訂
正

　
12
月
号
21
ペ
ー
ジ
「
美
作
国
建
国
1
3
0
0
年
記
念
事
業
」
の
中
で
、
中
山
神
社

　
の
住
所
を
誤
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
一
宮
で
す
。
お
詫
び
し
て
、

　
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
健
康
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
い
の
で

す
が
、
ど
こ
へ
相
談
す
れ
ば
良
い
で
す

か
？
（
市
内
・
男
性
）

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
関
す
る

相
談
に
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容　
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身

体
測
定
、
体
脂
肪
測
定
、
そ
の
他
健

康
に
関
す
る
こ
と

■
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
（
津
山
総
合
体
育
館
東
隣
）

と
き　
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
勝
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
き　
４
・
７
・
10
・
１
月
第
４
火
曜

日
午
前
９
時
30
分
～
10
時

■
阿
波
支
所

と
き　
毎
月
１
回
（
開
催
日
は
、
防
災

無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
加
茂
・
久
米
地
域　
要
望
に
応
じ
て
、

地
域
に
出
向
い

て
い
ま
す
。
日

程
な
ど
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま

す
問
健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９
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あ
の
頃
の
津
山

今月の表紙

産
業
振
興
大
博
覧
会
期
間
中
の

　

京
町
の

に 

ぎ賑
わ
い（
昭
和
11
年
） 　

昭
和
11
年
、
姫
路
と
津
山
を
鉄
道
で
結
ぶ
姫ひ

め

津つ

線
の
開
通
を

記
念
し
て
、
津
山
城
跡
（
鶴
山
公
園
）
で
産
業
振
興
大
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
博
覧
会
の
期
間
中
（
昭
和
11
年
３
月
26
日
～
５
月

５
日
）
の
京
町
か
ら
今
津
屋
橋
に
か
け
て
の
よ
う
す
で
す
。
こ

こ
は
、
津
山
駅
か
ら
博
覧
会
の
会
場
に
続
く
メ
ー
ン
の
道
路
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
博
覧
会
は
、
季
節
は
ず
れ
の
雪
が
降
る
な
ど
天
候
に
は
恵
ま

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
羽
織
や
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
人
が
多

い
の
は
、
そ
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
道
路
に
は
博
覧
会
を
祝
う
記
念
の
門
が
作
ら
れ
、
両
脇
の
店

舗
に
は
幟の

ぼ
り
や
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
装

飾
は
、
周
辺
の
各
町
内
会
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て
作
っ

た
も
の
で
し
た
。

　
期
間
中
は
津
山
駅
を
発
着
す
る
列
車
が
増
便
さ
れ
、
バ
ス
の

臨
時
便
も
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
は
、
市
道
の
一
部
を

拡
張
す
る
な
ど
、
官
民
が
一
丸
と
な
っ
て
博
覧
会
を
盛
り
上
げ

た
よ
う
で
す
。

　
博
覧
会
の
開
催
で
、
活

気
が
あ
ふ
れ
る
京
町
の
よ

う
す
が
伝
わ
る
一
コ
マ
で

す
。

　
す
っ
か
り
壮
年
だ
か
ら
、
新
し
い
体

重
計
を
入
手
し
た
ぞ
。
性
別
と
身
長
、

生
年
月
日
を
登
録
し
て
測
定
す
る
と
、

体
脂
肪
率
や
基
礎
代
謝
熱
量
、
体
年
齢

ま
で
測
定
す
る
機
能
付
き
だ
。
測
っ
て

み
よ
う
。
体
重
、
体
脂
肪
率
が
表
示
さ

れ
て
、
体
年
齢
は
…
19
歳
か
…
。
え
、

…
19
歳
!?　
…
タ
バ
コ
も
お
酒
も
ま
だ

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。 （
～
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
流
行
り
の
曲
で
「(

運
の)

ツ
キ
を
呼

ぶ
に
は
笑
顔
を
見
せ
る
こ
と
」
と
い
う

歌
詞
が
出
て
き
ま
す
。
笑
顔
は
、
ス
ト

レ
ス
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り
、
自
分
が

元
気
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人

も
笑
顔
に
で
き
る
そ
う
で
す
。
そ
の
上
、

表
情
を
作
る
筋
肉
を
全
て
使
う
の
で
、

顔
の
引
き
締
め
効
果
も
あ
る
ら
し
い
。

２
０
１
４
年
は
笑
顔
で
勝
負
！   （
Ｇ
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
の
ナ

ル
ト
Ａ
Ｒ
写
真
ラ
リ
ー
。
隠
れ
ポ
イ
ン

ト
の
那
岐
山
へ
雪
が
積
も
る
前
に
登
り

ま
し
た
。
山
頂
で
西
に
目
を
や
る
と
、

尾
根
を
境
に
左
側
が
美
作
国
で
、
右
側

が
因
幡
国
。
彼か

な
た方

に
雪
を
頂
く
大
山
を

望
み
ま
す
。
１
３
０
０
年
前
も
同
じ
眺

め
だ
っ
た
の
か
な
～
と
思
い
を
馳は

せ
な

が
ら
お
に
ぎ
り
を
パ
ク
リ
、馬う

ま

い
。（
修
）

２
０
１
４
年　
駆
け
る

池
田
和
牛
農
場（
下
高
倉
西
）

写
真
提
供　
江
見
写
真
館

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る

懐
か
し
い
津
山
の
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す

問
津
山
郷
土
博
物
館

☎
22
‐
４
５
６
７

現在の京町




